
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
そ
の
二
）

＜
o
旨
鉱
筈
巳
q
。
匙
q
＝
a
臼
磐
⊆
冨
づ
o
づ
匙
⊂
ぴ
2
°
。
2
目
⇒
①
Q
窪
目
ゲ
o
ヨ
器

．］

?
艪
ﾃ
p
°
。
ヨ
冒
b
帥
p
－
b
。
i
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
村
　
　
田
　
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
豊
⇒
o
評
o
N
β
］
≦
霞
簿
p
）

邦
訳
書
目
録
へ
の
補

和

A
（
3
）
に

『
幻
滅
』
○
佐
藤
晃
一
訳
゜
井
上
正
蔵
編
「
ド
イ
ツ
短
篇
名
作
集
」
の
内
b
。
H
①
～
b
。
b
。
ら
頁
　
学
生
社
昭
和
3
6
年

A
（
2
6
）
に
、

　
『
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
』
抄
訳
　
○
渡
辺
格
司
訳
「
独
逸
語
学
雑
誌
」
3
2
巻
1
号
～
3
3
巻
1
号
　
日
独
書
院
　
昭
和
5
年
1
月
～
6
年

　
　
　
　
－
月

　
　
　
同
抄
訳
○
斉
藤
省
三
訳
「
エ
ル
ン
テ
」
第
8
輯
　
昭
和
7
年
2
月

　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三

、
、

’

ー



、

　
　
　
ボ
↓
ス
゜
マ
ン
文
瞥
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
四
－

A
（
必
）
に

　
『
あ
る
詐
欺
師
の
回
想
　
フ
ェ
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
』
○
高
橋
義
孝
；
森
川
俊
夫
・
円
子
修
平
訳
　
ω
゜
。
O
頁
　
．
東
京
・
新
潮
社

　
　
　
　
昭
和
3
6
年

B
（
8
）
に

　
『
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
』
○
佐
藤
明
訳
「
ゲ
ー
テ
の
思
想
」
’
の
内
謬
～
H
α
α
頁
　
東
京
・
立
命
館
　
昭
和
7
年

B
（
2
0
）
に

　
『
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
自
伝
』
○
浜
野
修
訳
「
浪
漫
古
典
」
第
1
巻
第
8
号
　
＄
～
H
O
ω
頁
　
昭
和
書
房
　
昭
和
9
年
1
1
月

B
（
2
4
）
に

　
『
作
家
と
し
て
の
ゲ
ー
テ
の
生
涯
』
○
佐
藤
晃
一
訳
　
筑
摩
書
房
版
世
界
文
学
大
系
「
ゲ
ー
テ
」
（
2
）
の
内
　
0
鳶
～
0
。
。
O
頁
　
昭
和

　
　
　
　
　
3
3
年

B
（
4
6
）
に

　
『
永
遠
な
る
ゲ
ー
テ
』
○
佐
藤
晃
一
訳
　
人
文
書
院
版
「
ゲ
ー
テ
全
集
」
第
1
2
巻
の
内
　
刈
～
念
頁
　
昭
和
3
6
年

B
（
8
4
）
　
成
瀬
無
極
訳
『
ゲ
ー
テ
と
デ
舜
ク
ラ
シ
ー
』
に
、
昭
和
2
5
年
5
月
　
を
加
え
る

B
補
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
『
ゲ
ー
テ
百
年
祭
に
際
し
て
日
本
青
年
に
与
う
』
○
中
島
勝
訳
　
日
独
文
化
協
会
編
「
ゲ
ー
テ
研
究
」
の
内
　
H
～
卜
。
O
頁
　
岩
波
書

　
　
　
　
　
店
　
昭
和
1
4
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
「
戦
後
日
本
の
知
識
人
ヘ
ー
「
近
代
文
学
」
に
答
ふ
」
〔
昭
和
2
3
年
4
月
ト
ー
マ
．
ス
・
マ
ン
宛
公
開
状
に
対
す
る
平
田
次
三
郎
氏
宛

‘



’

、

、

　
　
　
　
返
信
〕
○
平
田
次
三
郎
訳
「
近
代
文
学
」
4
巻
3
号
　
目
～
ミ
頁
　
昭
和
2
4
年
3
月

B
（
5
4
）
に

　
『
チ
ェ
ー
ホ
フ
論
』
○
木
村
彰
一
訳
　
筑
摩
版
世
界
文
学
大
系
「
チ
エ
ー
ホ
フ
」
の
内
＆
①
～
ミ
O
頁
　
昭
和
3
3
年

　
　
　
　
　
二
　
研
究
文
献

　
こ
こ
に
は
日
本
に
於
い
て
印
刷
発
表
さ
れ
た
邦
文
お
よ
び
欧
文
の
研
究
文
献
を
収
め
る
が
、
謙
訳
あ
と
が
き
、
解
説
の
う
ち
ご
く
短

い
物
、
書
評
、
論
文
要
旨
、
辞
典
文
学
史
の
記
載
事
項
な
ど
は
割
愛
し
た
。

　
A
　
創
作
品
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
短
篇
に
就
い
て
》

　
　
白
旗
信
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
軽
ω
～
蔭
。
。
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月

　
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
初
期
の
短
篇
》

　
　
栗
崎
了
　
熊
本
大
学
法
文
学
会
「
法
文
論
叢
」
7
号
（
文
科
篇
）

　
《
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
以
前
》

　
　
江
沢
健
之
助
「
芸
文
研
究
」
2
0
。
『
～
目
○
。
頁
昭
和
2
8
年

　
《
イ
ロ
ニ
ー
の
発
生
－
b
J
仁
α
山
①
昌
暫
o
o
パ
゜
。
以
前
》

　
　
棚
橋
一
雄
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
6
号
　
ω
㊤
～
瞭
頁
　
昭
和
3
1
年

　
《
作
品
の
展
開
－
春
嵐
》

　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
五

、



　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
H
H
b
。
～
H
嶺
頁
　
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年

《
作
品
の
展
開
－
処
女
作
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
H
目
目
～
H
目
b
σ
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
処
女
短
篇
小
説
「
O
①
｛
匿
⑦
コ
」
》

　
保
坂
宗
重
　
茨
誠
大
学
文
理
学
部
「
紀
要
」
1
1
号
　
⑩
㎝
～
目
①
頁
　
昭
和
3
5
年

《
幻
滅
か
ら
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
」
α
①
～
①
㊤
頁
　
講
談
社
　
昭
和
2
3
年

《
U
窪
≦
凶
庁
慧
ヨ
○
冨
爵
と
国
暮
爵
ω
。
ぼ
5
σ
q
》

　
保
坂
宗
重
　
茨
城
大
学
文
理
学
部
「
紀
要
」
（
人
文
）
1
0
号
　
H
8
～
H
°
。
O
頁
　
昭
和
3
5
年

《
作
品
の
展
開
ー
小
男
プ
リ
イ
デ
マ
ン
氏
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
目
㎝
～
H
b
⊃
ω
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
一
家
に
つ
い
て
》

　
高
橋
健
二
「
浪
漫
古
典
」
第
1
巻
第
8
号
ω
b
。
～
鵯
頁
昭
和
9
年
1
1
月

《
作
品
の
展
開
ー
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
一
家
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
匿
ω
～
H
°
。
0
頁
　
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年

《「

u
ツ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
一
家
」
解
説
》

　
成
瀬
無
極
「
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
一
家
」
3
巻
（
思
索
選
書
）
　
b
◎
㊤
刈
～
ω
H
b
σ
頁
　
昭
和
2
4
年

三
四
六



《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
そ
の
作
品
－
特
に
「
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
一
家
」
に
就
い
て
》

　
成
瀬
無
極
「
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
一
家
」
①
（
岩
波
文
庫
）
ω
～
匹
頁
　
昭
和
2
6
年
〔
思
索
選
書
所
収
の
も
の
と
別
内
容
〕

《
ハ
ノ
オ
・
ブ
ッ
デ
ン
ブ
．
ロ
オ
ク
の
死
の
一
考
察
》

　
大
谷
重
彦
　
富
山
大
学
文
理
学
部
「
文
学
紀
要
」
1
0
号
　
α
㊤
～
ざ
頁
　
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
芸
術
と
生
ー
ブ
ッ
デ
ン
プ
ロ
オ
ク
を
中
心
に

　
後
藤
健
次
　
徳
島
大
学
「
学
芸
紀
要
」
第
1
0
巻
　
ら
～
罐
頁
　
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
ー
ク
ス
」
》

　
笹
谷
雅
　
東
北
大
教
養
学
部
「
文
科
紀
要
」
5
集
　
H
O
N
～
目
卜
。
頁
　
昭
和
3
5
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ト
リ
ス
タ
ン
」
》

　
和
田
洋
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
第
1
0
冊
　
昭
和
1
0
年

《
作
品
の
展
開
ー
ト
ニ
オ
・
ク
レ
エ
ゲ
ル
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
μ
ω
α
～
H
α
Q
。
頁
　
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年

《
小
説
に
描
か
れ
た
青
春
像
》

　
高
橋
義
孝
「
文
芸
」
第
1
1
巻
第
1
号
　
刈
c
。
～
刈
㊤
頁
　
河
出
書
房
　
昭
和
2
9
年

《
ト
ニ
オ
・
ク
レ
ー
ガ
ー
覚
書
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
中
島
悠
爾
「
未
定
」
等
2
号
　
曽
～
b
。
刈
頁
　
昭
和
3
0
年

《
作
品
の
展
開
ー
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
》

　
　
　
下
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
七

！



’

、

　
　
　
卜
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
届
c
。
～
H
①
ω
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
戯
曲
「
フ
ィ
オ
レ
ン
ツ
ァ
」
ω
ー
O
ロ
p
°
。
甲
∪
同
⇔
5
曽
》

　
大
谷
重
彦
　
富
山
大
学
文
理
学
部
「
文
学
紀
要
」
1
0
号
　
＄
～
刈
O
頁
　
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
ウ
ェ
ル
ズ
ン
ゲ
ン
の
血
」
》

　
吉
田
次
郎
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
改
巻
第
3
号
　
昭
和
1
2
年

《
ト
r
マ
ス
・
マ
ン
初
期
作
品
に
於
け
る
一
面
ー
「
転
落
」
お
よ
び
「
ヴ
ェ
ル
ズ
ン
グ
の
血
」
に
つ
い
て
》

　
村
田
経
和
　
東
京
都
立
大
学
独
文
研
究
会
「
ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
」
2
　
目
～
H
c
。
頁
　
昭
和
3
4
年

《
あ
る
芸
術
家
の
死
ー
「
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
」
の
問
題
》

　
平
田
次
三
郎
「
思
潮
」
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
　
゜
。
幽
～
ω
O
頁

《
作
品
の
展
開
ー
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
H
お
～
H
Q
。
b
。
頁
　
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年

《「

買
F
ニ
ス
の
死
」
の
一
側
面
》

　
橘
好
一
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
」
文
学
篇
3
　
謹
～
○
。
㊤
頁
　
昭
和
3
0
年

《
あ
る
古
典
的
な
短
篇
》

　
松
浦
憲
作
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
0
号
　
α
O
～
9
頁
　
昭
和
3
4
年

《
一
芸
術
家
の
少
年
愛
》

　
内
海
晶
　
東
京
都
立
大
学
独
文
観
究
会
「
ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
」
2
　
一
Q
。
～
卜
。
麟
頁
　
昭
和
3
4
年

三
四
八



《「

買
F
ニ
ス
に
死
す
」
の
神
話
の
要
素
》

　
山
本
篤
司
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
陣
～
N
Q
。
頁
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ヴ
ェ
ニ
ス
に
死
す
」
に
つ
い
て
》

　
栗
崎
了
　
熊
本
大
学
法
文
学
会
「
法
文
論
叢
」
1
3
号
　
文
科
篇
　
μ
○
。
～
Q
。
b
。
頁
　
昭
和
3
6
年

《「

ｾ
公
殿
下
」
あ
と
が
き
》

　
竹
田
敏
行
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
全
集
」
第
8
巻
　
卜
。
8
～
b
。
お
頁
　
三
笠
書
房
　
昭
和
1
5
年

《
作
品
の
展
開
ー
太
公
殿
下
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
H
①
ω
～
H
謡
頁
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
、
と
く
に
作
品
「
薔
薇
よ
香
り
あ
ら
ば
」
に
つ
い
て
》

　
川
崎
芳
隆
「
薔
薇
よ
香
り
あ
ら
ば
」
上
巻
　
ω
b
。
㊤
～
ω
㎝
b
σ
頁
　
東
京
リ
ス
ナ
ー
社
　
昭
和
2
4
年

《「

ｾ
公
殿
下
」
解
説
》

　
野
島
正
城
　
河
出
版
世
界
文
学
全
集
1
7
　
N
～
蔭
頁
　
昭
和
2
9
年

《「

v
@
の
山
」
覚
え
書
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
文
章
に
つ
い
て
》

　
大
山
定
一
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
ω
Q
。
～
躯
b
Q
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
魔
の
山
」
》

　
大
畑
末
吉
「
独
乙
文
学
研
究
」
第
7
巻
O
H
～
り
。
。
頁
　
昭
和
1
1
年

《「

ﾃ
夜
行
路
」
と
N
き
げ
霞
げ
臼
σ
q
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

’

＼

三
四
九



、

㍉

　
　
　
ト
ー
マ
ス
。
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

　
大
畑
末
吉
「
独
乙
文
学
」
第
2
年
第
1
輯
　
一
8
～
H
H
α
頁
　
昭
和
1
3
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
魔
の
山
》

　
山
岸
光
宜
「
読
書
と
人
生
」
昭
和
1
4
年
2
月
号
　
三
笠
書
房

《
魔
の
山
》

　
伊
藤
整
「
読
書
と
人
生
」
昭
和
1
4
年
2
月
号
　
三
笠
書
房

《
魔
の
山
》

　
佐
藤
晃
一
「
読
書
と
人
生
」
昭
和
1
4
年
2
月
号
　
三
笠
書
房

《「

b
ﾌ
山
」
解
説
》

　
関
泰
祐
・
望
月
市
恵
「
魔
の
山
」
①
（
岩
波
文
庫
）
ω
～
Q
。
頁
　
昭
和
1
4
年

《
愛
と
死
の
冒
険
家
》

　
平
田
次
三
郎
「
世
界
文
学
」
昭
和
2
1
年
1
1
・
1
2
合
併
号

《
ハ
ン
ス
・
カ
ス
ト
ル
プ
像
》

　
平
田
次
三
郎
「
世
界
小
説
」
1
巻
7
号
Q
。
～
這
頁
昭
和
2
3
年

《
作
品
の
展
開
－
魔
の
山
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
卜
。
O
O
～
卜
。
卜
。
q
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《「

b
ﾌ
山
」
と
死
の
思
想
》

　
高
安
国
世
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
リ
ル
ケ
」
H
O
H
～
目
8
頁
　
ア
テ
ネ
書
院
　
昭
和
2
4
年

’

三
五
〇



ウ

’

／

《「

b
ﾌ
山
」
ー
マ
ン
の
死
の
思
想
に
関
聯
し
て
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
高
安
国
世
「
魔
の
山
そ
の
他
」
置
膳
～
N
O
O
頁
明
窩
書
房
昭
和
2
4
年
〔
昭
和
1
2
年
の
作
、
同
じ
も
の
が
「
若
き
日
の
た
め
に
」

　
（
七
丈
書
院
、
昭
和
1
9
年
）
お
よ
び
「
物
へ
の
信
頼
と
意
志
」
（
明
窩
書
房
　
昭
和
2
2
年
）
に
所
収
〕

《
魔
の
山
》

　
佐
藤
晃
一
　
筑
摩
書
房
「
文
学
講
座
W
」
　
昭
和
2
6
年

《「

b
ﾌ
山
」
へ
の
一
老
案
》

　
高
橋
義
孝
「
エ
ル
ン
テ
」
第
8
巻
第
2
号
B
～
ω
窃
頁
昭
和
1
1
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

《
魔
の
山
》

　
吹
田
順
助
「
新
し
い
学
校
」
4
巻
1
0
号
　
①
①
～
㊤
○
。
頁
　
昭
和
2
7
年

《「

b
ﾌ
山
」
解
説
》

　
望
月
市
恵
　
河
出
版
「
世
界
文
学
全
集
」
1
6
　
H
～
刈
頁
　
昭
和
2
9
年

《
教
養
小
説
の
新
し
い
型
レ
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
魔
の
山
」
》

　
東
京
「
朝
日
新
聞
」
昭
和
3
0
年
8
月
2
2
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

《「

b
ﾌ
山
」
解
題
》

　
佐
藤
晃
一
　
三
笠
版
「
現
代
世
界
文
学
全
集
」
2
2
　
H
～
置
頁
昭
和
3
0
年

《
目
ゴ
o
日
⇔
ω
竃
p
目
の
発
展
に
お
け
る
「
魔
の
山
」
の
意
義
に
つ
い
て
》

　
有
福
博
「
岐
阜
大
学
学
芸
学
部
紀
要
」
4
　
昭
和
3
1
年

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
一

・



、

　
1

1

’

1

　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

《「

b
ﾌ
山
」
に
現
わ
れ
た
時
間
相
ー
そ
の
背
景
と
意
義
》

　
棚
橋
一
雄
「
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
」
8
　
昭
和
3
1
年

《「

b
ﾌ
山
」
雑
記
》

　
秋
山
英
夫
　
三
笠
版
現
代
世
界
文
学
全
集
月
報
3
1
　
b
◎
～
ω
頁
　
昭
和
3
2
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
魔
の
山
」
に
つ
い
て
》

　
橘
好
一
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
」
文
学
篇
第
5
巻
＄
～
。
。
H
頁
　
昭
和
3
3
年

《「

b
ﾌ
山
」
論
①
》

　
加
藤
真
二
「
綜
合
世
界
文
芸
」
1
3
輯
㊤
刈
～
H
H
O
頁
　
昭
和
3
3
年

《「

b
ﾌ
山
」
の
構
成
に
つ
い
て
》

　
栗
崎
了
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
0
号
　
8
～
①
ド
頁
　
昭
和
3
4
年

《「

b
ﾌ
山
」
論
㈱
》

　
加
藤
真
二
「
綜
合
世
界
文
芸
」
1
7
輯
　
b
⊃
刈
～
α
O
頁

《
ド
ク
タ
ー
・
べ
ー
レ
ン
ス
酔
歌
》

早
崎
守
俊
桑
橋
」
4
号
ω
蹄
量
昭
和
3
5
年

《「

b
ﾌ
山
」
に
お
け
る
生
活
形
式
》

　
松
田
智
雄
筑
摩
版
「
世
界
文
学
大
系
」
月
報
2
1
　
さ
。
～
心
頁
　
昭
和
3
6
年

《「

b
ﾌ
山
」
の
お
も
い
出
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

3

三
五
二

9

ノ



’

　
登
張
正
実
　
筑
摩
版
「
世
界
文
学
大
系
」
月
報
肛
　
幽
～
α
頁
　
昭
和
3
6
年

《「

b
ﾌ
山
」
に
つ
い
て
》

　
ヴ
ァ
イ
ガ
ン
ト
（
佐
藤
晃
一
・
円
子
修
平
訳
）
　
筑
摩
版
世
界
文
学
大
系
「
魔
の
山
」
0
ω
b
。
～
～
α
ω
c
。
頁

《「

b
ﾌ
山
」
解
説
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
佐
藤
晃
一
　
筑
摩
版
世
界
文
学
大
系
「
魔
の
山
」
q
ω
㊤
～
朝
自
頁
　
昭
和
3
6
年

《
作
品
の
展
開
ー
主
人
と
犬
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
日
㊤
O
～
H
㊤
癖
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《
作
品
の
展
開
－
無
秩
序
と
幼
い
悩
み
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
卜
。
卜
。
①
～
旨
刈
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《「

}
リ
オ
と
魔
術
師
」
に
つ
い
て
1
多
少
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
風
な
そ
の
分
析
》

　
高
橋
義
孝
「
思
潮
」
昭
和
2
3
年
1
1
月
号
　
癖
O
～
自
頁

《
作
品
の
展
開
ー
マ
リ
オ
と
魔
術
師
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
b
。
b
。
。
。
～
b
。
卜
。
㊤
頁
　
世
界
評
論
社
昭
和
2
4
年
　
　
　
　
　
　
　
，

《「

}
リ
オ
と
魔
術
師
」
覚
書
》

　
空
井
義
観
「
愛
媛
大
学
紀
要
」
第
1
部
人
文
科
学
2
巻
2
号
　
昭
和
3
0
年

《「

}
リ
オ
と
魔
術
師
」
に
つ
い
て
》

　
高
橋
義
孝
　
創
元
社
　
「
芸
術
文
学
論
集
」
お
Q
。
～
H
宅
頁
　
昭
和
3
3
年

　
　
　
　

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

昭
和
3
6
年

ー
　
三
五
三



甲

’

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
、
　
　
　
　
．
　
　
　
’

《「

с
R
ブ
物
語
」
紹
介
》

　
星
野
慎
一
「
独
乙
文
学
研
究
」
第
5
号
ω
O
刈
～
°
。
O
㊤
頁
　
昭
和
6
年

《
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
の
新
作
品
．
ー
ヤ
コ
ブ
の
物
語
に
つ
い
て
》

　
野
島
正
城
「
エ
ル
ン
テ
」
第
6
巻
第
2
号
　
＄
～
①
H
頁
　
昭
和
9
年
〔
「
灯
台
、

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
近
作
「
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
」
》

　
石
川
敬
三
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
第
8
号
　
昭
和
9
年

《
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
ー
ヤ
コ
ブ
の
物
語
》

　
佐
藤
晃
一
「
エ
ル
ン
テ
」
第
7
巻
第
1
号
。
。
O
～
H
8
頁
昭
和
1
0
年

《「

ﾂ
年
ヨ
ゼ
フ
」
を
読
む
》
　
　
、

　
満
足
卓
「
エ
ル
ン
テ
」
第
7
巻
第
1
号
　
H
O
H
～
H
H
①
頁
　
昭
和
1
0
年

《「

с
A
コ
プ
物
語
」
あ
と
が
き

　
佐
藤
晃
一
．
麻
生
種
衛
　
三
笠
版
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
全
集
1
2
　
卜
⊃
①
ω
～
卜
σ
留
頁

《「

?
[
フ
物
語
」
の
意
義
》

　
ハ
ン
ス
・
ウ
ォ
ル
ハ
ル
ト
「
思
潮
」
昭
湘
2
3
年
1
1
月
号
＆
～
蔭
Q
。
頁

《「

?
I
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
」
1
ー
°
「
ヤ
ア
コ
プ
物
語
」
に
つ
い
て
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
」
μ
O
°
。
～
H
ω
Q
。
頁
　
講
談
社
　
昭
和
2
3
年

《
作
品
の
展
開
f
ヨ
オ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
》

其
の
日
其
の
日
」
の
一
部
〕

昭
和
1
6
年

1

三
五
四

’

’



！

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
」
b
⊃
卜
。
㊤
～
卜
。
駆
Q
。
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

《「

?
[
フ
物
語
」
の
理
解
の
た
め
に

　
大
野
敏
英
「
ド
イ
ツ
文
学
」
4
号
　
゜
。
b
Q
～
G
。
膳
頁
　
昭
和
2
5
年

《
ト
τ
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ヨ
ゼ
フ
物
語
」
》

　
原
田
義
人
中
部
日
本
新
聞
社
「
世
界
の
文
学
」
　
昭
和
2
6
年

《「

?
[
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
達
」
に
お
け
る
神
話
と
典
型
に
つ
い
て
》

　
山
中
弘
志
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
5
号
　
刈
b
。
～
♂
頁
　
昭
和
3
0
年

《
危
機
に
お
け
る
神
話
類
型
》

　
江
野
専
次
郎
　
新
潮
版
現
代
世
界
文
学
全
集
月
報
4
0
　
心
～
Φ
頁
　
昭
和
3
1
年

《「

?
[
フ
と
そ
の
兄
弟
」
解
説
》

　
高
橋
義
孝
　
新
潮
版
現
代
世
界
文
学
全
集
3
4
　
H
～
H
O
頁
　
昭
和
3
1
年

《
息
子
の
世
代
》

　
山
下
肇
　
新
潮
版
現
代
世
界
文
学
全
集
月
報
ω
　
①
～
刈
頁
　
昭
和
3
1
年

《
ヨ
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
》

　
佐
藤
晃
一
　
新
潮
版
現
代
世
界
文
学
全
集
月
報
4
0
　
H
～
G
。
頁
　
昭
和
3
1
年

《「

?
[
ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
」
に
お
け
る
人
間
性
に
つ
い
て
》

　
山
中
弘
志
　
熊
本
大
学
法
文
学
会
「
法
文
論
叢
」
9
号
　
文
科
篇
　
昭
和
3
2
年

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

三
五
五

、



，

’

、

、

、

’

’

、

　
　
　
ト
ー
マ
ス
．
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
六

《
イ
ス
ラ
エ
ル
伝
説
の
教
育
的
意
義
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
「
ヨ
セ
ブ
と
そ
の
兄
弟
達
」
研
究
の
試
み
（
上
）
》

　
山
戸
照
靖
「
O
ロ
o
頴
」
2
3
2
～
4
3
頁
昭
和
3
2
年

《
イ
ス
ラ
エ
ル
伝
説
の
教
育
的
意
義
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
作
「
ヨ
セ
フ
と
そ
の
兄
弟
達
」
研
究
の
試
み
（
下
）
》

　
山
戸
照
靖
「
O
ロ
亀
⑦
」
3
　
Q
。
α
～
お
頁
　
昭
和
3
3
年

《
神
話
に
お
け
る
人
間
認
識
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
ヨ
セ
フ
物
語
」
の
理
解
の
た
め
に
》

　
杉
浦
忠
夫
「
影
」
1
号
　
H
㊤
～
ω
ω
頁
　
昭
和
3
4
年

《「

�
l
ロ
ッ
テ
」
あ
と
が
き
》

　
佐
藤
晃
一
「
恋
人
ロ
ッ
テ
」
（
下
）
　
ω
り
O
～
ω
㊤
b
。
頁
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
2
6
年

《「

鴻
b
テ
・
イ
ン
・
ヴ
ァ
イ
マ
ル
」
に
お
け
る
ゲ
ー
テ
像
》

　
西
義
之
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
1
号
　
ω
㊤
～
置
頁
　
昭
和
2
8
年

《「

�
l
ロ
ッ
テ
」
解
説
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
佐
藤
晃
一
「
恋
人
ロ
ッ
テ
」
（
上
）
　
ω
H
b
Q
～
ω
届
頁
　
新
潮
文
庫
．
昭
和
2
9
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ
ー
テ
観
i
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
を
中
心
と
し
て
》

　
小
名
木
栄
三
郎
「
芸
文
研
究
」
5
号
㊤
ω
～
H
8
頁
昭
和
3
0
年

《「

買
@
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
論
》

　
山
中
弘
志
　
熊
本
大
学
法
文
学
会
「
法
文
論
叢
」
1
2
号
　
鵯
～
『
O
頁
　
昭
和
3
5
年

《「

V
ー
タ
の
死
」
訳
者
の
言
葉
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

！

■



、

　
山
西
英
一
「
シ
ー
タ
の
死
」
H
①
ω
～
H
①
刈
頁
　
熊
書
房
　
昭
和
2
1
年

　
　
へ
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
す
げ
か
え
ら
れ
た
首
」
に
つ
い
て
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
北
野
富
士
雄
　
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
「
人
文
科
学
研
究
」
喝
号
　
＄
～
刈
O
頁
　
昭
和
3
1
年

《
ト
い
マ
ス
・
マ
ン
の
「
す
げ
か
え
ら
れ
た
首
」
の
一
問
題
》

　
樋
口
忠
治
　
九
州
大
学
「
文
学
研
究
」
6
0
輯
　
置
゜
。
～
嶺
O
頁
　
昭
和
3
6
年

《「

¥
誠
」
訳
者
序
》

　
加
藤
子
明
「
十
誠
」
H
～
㊤
頁
　
世
界
の
日
本
社
　
昭
和
2
3
年

《「

|
」
に
つ
い
て
》

　
佐
藤
晃
一
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
b
。
①
b
。
～
b
。
①
刈
頁
　
新
潮
文
庫
　
昭
和
2
6
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
律
法
」
払
珊
考
》
　
「

　
徳
沢
得
二
「
文
芸
研
究
」
4
号

《
6
ぎ
ヨ
器
H
≦
8
昌
．
°
・
】
）
鉾
聞
窪
ω
窪
ω
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
高
橋
義
孝
「
雄
鶏
通
信
」
6
巻
7
号
漣
～
。
。
o
頁

《
ト
↓
ス
゜
マ
ン
の
ヲ
・
ウ
ス
・
博
士
》
手
塚
羅
「
世
紀
」
・
誉
号
・
…
壺
頁
昭
和
翠
n
月

《
ド
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ド
ク
ト
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
」
》

　
高
橋
義
孝
「
人
間
」
昭
和
2
5
年
1
0
月

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



’

、

’

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）
．

　
成
瀬
無
極
「
心
」
昭
和
2
5
年
4
月
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
》

　
佐
藤
晃
；
ド
イ
ツ
語
」
3
巻
4
号
恕
～
鵯
頁
昭
和
2
6
年
4
月

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
（
下
）
》

　
佐
藤
晃
一
「
ド
イ
ツ
語
」
3
巻
5
号
　
ω
b
。
～
ω
㎝
頁
　
昭
和
2
6
年
5
月

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
小
説
》

　
臼
井
竹
次
郎
　
京
都
大
学
分
校
独
乙
語
研
究
室
「
報
告
」
1
号
　
ω
①
～
ら
①
頁
　
昭
和
2
7
年

《
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
の
「
ド
ク
ト
ル
・
フ
サ
ウ
ス
ト
ス
」
序
論
》
　
　
　
辱

　
保
坂
宗
重
　
鳥
取
大
学
学
芸
学
部
「
研
究
報
告
」
4
　
H
ω
①
～
置
①
頁

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
パ
ラ
レ
リ
ス
ム
ス
に
つ
い
て
》

　
森
川
俊
夫
「
糞
土
仁
第
1
号
　
ω
O
～
蔭
O
頁
　
昭
和
2
8
年

《
U
o
9
自
黒
5
ω
昌
の
に
つ
い
て
》

　
米
本
三
爾
「
宮
崎
大
学
学
芸
学
部
研
究
時
報
」

《
悪
魔
の
一
考
察
「
ト
τ
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
の
場
合
》

　
岡
崎
初
雄
　
富
山
大
学
文
理
学
部
「
文
学
紀
要
」
2
号
　
H
ω
q
～
ド
8
頁
　
昭
和
2
7
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
澱
ト
博
士
」
の
形
式
に
つ
い
て
》

　
城
山
良
彦
「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
1
輯
　
ω
㎝
ω
～
ω
刈
①
頁
　
昭
和
鰺
年

三
五
八

’

，



’

《「

t
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
は
し
が
き
》

　
関
泰
祐
・
関
楠
生
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
③
　
卜
。
G
。
α
～
卜
。
り
ω
頁
　
岩
波
書
店
　
昭
和
2
9
年

《「

t
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
「
選
ば
れ
し
人
」
》

　
吉
村
博
次
「
近
代
文
学
」
9
巻
5
号
　
蔭
Q
。
～
α
O
頁

《
現
代
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
弁
神
論
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
義
則
孝
夫
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
2
　
㎝
①
～
＄
頁
　
昭
和
2
9
年

《「

h
ク
ト
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
ゥ
ス
」
と
「
救
済
」
に
つ
い
て
》

　
森
川
俊
夫
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
2
号
　
゜
。
刈
～
自
頁
　
昭
和
2
9
年

《「

t
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
論
》

　
日
野
啓
三
「
近
代
文
学
」
1
0
巻
1
2
号
　
昭
和
3
0
年

《
現
代
フ
ァ
ウ
ス
ト
》

　
吉
田
次
郎
「
思
想
」
説
号
　
刈
⑩
～
Q
。
Φ
頁
　
昭
和
3
1
年

《「

t
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
に
あ
ら
わ
れ
る
二
三
の
地
名
に
つ
い
て
の
註
の
こ
こ
ろ
み
》

　
関
楠
生
「
形
成
」
8
号
　
H
『
～
一
㊤
頁
　
昭
和
3
2
年

《「

h
ク
ト
ル
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
お
け
る
悪
魔
」
》

　
米
本
三
爾
　
宮
崎
大
学
「
学
芸
学
部
紀
要
」
4
　
昭
和
3
3
年

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
へ
の
再
度
の
註
の
こ
こ
ろ
み
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

三
五
九

、

、



’

、

、

．

、

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

　
関
楠
生
「
形
成
」
1
1
号
　
軽
ω
～
置
頁
　
昭
和
3
3
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
と
U
μ
国
⇔
¢
ω
ε
ω
、
、
》

　
笹
谷
雅
「
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
」
2
号
お
～
q
H
頁
昭
和
3
3
年

《
ド
ク
タ
i
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
ー
ル
カ
ー
チ
「
近
代
芸
術
の
悲
劇
」
に
ふ
れ
て
》

　
笠
松
一
夫
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
」
6
号
　
㊤
H
～
H
O
O
頁
　
昭
和
3
3
年

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
小
説
世
界
》

　
渡
辺
健
「
形
成
」
1
3
号
　
H
～
H
O
頁
　
昭
和
3
4
年

《
ド
ク
タ
ー
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
ー
病
理
的
と
生
理
的
》

　
笠
松
一
夫
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
」
7
号
　
H
ミ
～
頴
。
。
頁
　
昭
和
3
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
》

　
武
田
昭
「
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
」
4
号
　
α
Q
。
～
①
刈
頁
　
昭
和
3
5
年

《
マ
ン
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
ー
そ
の
構
成
要
素
》

　
土
屋
明
人
　
福
岡
学
芸
大
学
「
紀
要
」
1
0
号
　
H
8
～
＝
刈
頁
　
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
に
お
け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
》

　
武
田
昭
　
東
北
大
学
教
養
学
部
「
文
科
紀
要
」
5
集
　
目
ω
～
H
b
。
ω
頁
　
昭
和
3
5
年

《「

t
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
に
於
け
る
救
済
の
曙
光
》

土
屋
明
人
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
卜
。
㊤
～
ω
α
頁
　
昭
和
3
5
年

、

三
六
〇

．

’



！

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
》

　
松
浦
憲
作
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
7
号
　
。
。
㎝
～
㊤
H
頁
　
昭
和
3
6
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
」
（
承
前
）
》

　
武
田
昭
「
東
北
ド
イ
ツ
文
学
研
究
」
5
号
　
α
O
～
刈
H
頁
　
昭
和
3
6
年

《
選
ば
れ
た
人
》

　
佐
藤
晃
一
「
北
国
文
化
」
昭
和
2
6
年

《
選
ば
れ
し
人
》

　
松
浦
憲
作
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
4
号
　
ω
㎝
～
お
頁
　
昭
和
3
5
年

《「

I
ば
れ
↓
人
」
に
お
け
る
「
物
語
」
の
問
題
》

　
滝
崎
安
之
助
「
近
代
文
学
」
1
0
巻
1
2
号

《
茶
番
の
振
舞
い
》

　
佐
藤
晃
一
「
近
代
文
学
」
1
1
巻
5
号

《
欺
か
れ
た
女
》

　
北
杜
夫
「
文
芸
首
都
」
2
2
巻
4
号
　
課
～
胡
頁

《「

ｼ
欺
師
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
あ
と
が
き
》

　
佐
藤
晃
一
「
詐
欺
師
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
H
①
㊤
～
H
置
頁
　
地
平
社
　
昭
和
2
3
年

《
作
品
の
展
開
　
　
詐
欺
師
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

’

三
六
一

ノ



r

　
　
　
　
ト
↓
ス
．
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
三
六
二

　
　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
．
マ
ン
」
嵩
b
の
～
嵩
㊤
頁
　
世
界
評
論
社
　
昭
和
2
4
年

　
《
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
に
つ
い
て
》

　
　
佐
藤
晃
一
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
卜
。
8
～
b
。
①
b
。
頁
　
新
潮
文
庫
　
昭
和
2
6
年

　
《
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
の
小
説
技
法
ー
「
詐
欺
師
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
を
中
心
と
し
て
》

　
　
牧
祥
三
「
ド
イ
ツ
文
学
」
7
号
　
b
。
㊤
～
ω
b
。
頁
　
昭
和
2
6
年

　
《
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
》

　
　
佐
藤
晃
一
「
ド
イ
ツ
語
」
9
巻
1
1
号
　
N
O
。
～
ω
H
頁
　
昭
和
3
2
年

　
《
詐
欺
師
的
典
型
の
諸
問
題
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ス
ク
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
を
な
ぜ
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
》

　
　
立
川
洋
三
　
立
教
大
学
研
究
報
告
（
一
般
教
育
部
）
5
号
　
①
刈
～
㊤
O
頁
　
昭
湘
3
3
年

　
《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ク
ル
ル
」
》

　
　
岩
子
良
一
「
大
阪
府
立
大
学
紀
要
」
7
巻
　
同
ω
㎝
～
置
①
頁
　
昭
和
3
4
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
《
ト
ー
マ
ス
．
マ
ン
の
「
詐
欺
師
フ
ェ
ー
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
」
に
つ
い
て
》

　
　
柳
川
成
男
　
東
京
都
立
大
学
「
人
文
学
報
」
2
4
号
　
μ
5
～
置
ω
頁
　
昭
和
3
6
年

　
《
「
あ
る
詐
欺
師
の
回
想
」
解
説
》

　
　
高
橋
義
考
．
森
川
俊
夫
．
円
子
修
平
「
あ
る
詐
欺
師
の
回
想
」
の
内
　
ω
卜
。
α
～
ω
ω
O
頁
　
新
潮
社
　
昭
和
3
6
年

B
　
思
想
に
つ
い
て

．



、

P

ゆ

《
ゲ
ー
テ
の
市
民
性
》

　
武
田
忠
哉
「
独
乙
文
学
研
究
」
第
3
号
　
東
大
独
文
学
会
　
昭
和
7
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
か
ら
、
そ
の
他
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
本
野
享
一
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
第
5
冊
　
嵩
～
b
。
㊤
頁
　
京
大
独
乙
文
学
研
究
会
　
昭
和
9
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ
ー
テ
観
》

　
小
口
優
「
浪
漫
古
典
」
第
1
巻
8
号
　
Q
。
～
置
頁
　
昭
和
9
年
1
1
月

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
、
ゲ
エ
テ
蹟
》

　
阿
部
六
郎
「
ゲ
エ
テ
」
の
内
　
㊤
㊤
～
H
O
刈
頁
　
芝
書
店
　
昭
和
1
0
年

《
ゲ
エ
テ
と
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
序
論
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
」
の
内
　
H
Φ
①
～
b
。
陣
頁
．
講
談
社
　
昭
和
2
3
年

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
高
橋
義
孝
「
理
想
」
魏
号
　
卜
。
Q
。
～
ω
①
頁
　
昭
和
2
4
年
4
月

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ
ー
テ
観
》

　
中
島
健
蔵
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
、
生
涯
と
作
品
」
の
内
　
嵩
○
。
～
H
o
。
O
頁
　
筑
摩
書
房
　
昭
和
2
4
年

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
高
橋
義
孝
「
理
想
」
悦
号
b
。
。
。
～
ω
①
頁
昭
和
2
4
年
4
月

《
ゲ
ー
テ
と
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
》

　
　
卜
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

噛二

Z
三



、

ノ
！

、

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
既
）

　
佐
藤
晃
一
　
小
牧
・
手
塚
編
「
ゲ
ー
テ
と
現
代
」
の
内
　
同
α
゜
。
～
一
〇
。
悼
頁
　
講
談
社
　
昭
和
2
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
市
民
時
代
の
代
表
者
と
し
て
の
ゲ
ー
テ
」
》

　
原
田
義
人
「
現
代
ド
イ
ツ
文
学
論
」
の
内
　
福
村
書
店
　
昭
和
2
4
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ
ー
テ
観
》
　
　
’

　
中
島
健
蔵
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
」
の
内
　
b
。
ω
H
～
邸
ω
ら
頁
　
表
現
社
　
昭
和
2
4
年

《「

Q
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
あ
と
が
き
》

　
高
橋
義
孝
　
新
潮
文
庫
「
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
の
内
　
H
①
ω
～
同
①
①
頁
　
昭
和
2
6
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
に
於
け
る
ゲ
ー
テ
像
》

　
西
義
之
「
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
」
文
学
篇
1
　
①
α
～
謹
頁
　
昭
和
2
8
年

《
人
間
の
探
求
ー
特
に
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
ゲ
ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
に
就
い
て
》

　
長
与
善
郎
「
人
間
の
探
求
」
（
ア
テ
ネ
文
庫
9
7
）
の
内
　
ω
～
卜
。
①
頁
　
弘
文
堂
　
昭
和
2
9
年

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
高
橋
義
孝
「
現
代
ド
イ
ツ
文
学
」
（
要
選
書
7
7
）
の
内
　
H
O
O
～
ド
＝
頁
　
昭
和
3
0
年

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
　
両
者
の
顕
著
な
相
似
関
係
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
高
橋
義
孝
「
知
性
」
2
巻
1
0
号
　
δ
H
～
H
ω
O
頁
　
河
出
書
房
　
昭
和
3
0
年

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
高
橋
義
孝
「
文
学
と
人
生
」
（
河
出
新
書
蹴
）
の
内
　
一
α
G
。
～
H
①
切
頁
　
昭
和
3
1
年

三
六
四

／

’

、



、

9

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
之
ゲ
ー
テ
》

　
青
柳
謙
二
　
北
大
一
般
教
養
「
外
国
語
外
国
文
学
研
究
」
H
　
幽
O
ぞ
お
頁
　
昭
和
3
2
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
ゲ
ー
テ
ー
ド
イ
ツ
市
民
階
級
の
問
題
と
し
て
ー
》

　
西
義
之
　
立
教
大
学
研
究
報
告
（
一
般
教
養
部
）
第
2
号
　
O
ω
～
お
頁
　
昭
和
3
2
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
ゲ
ー
テ
像
形
成
》
　
　
　
　
　
　
－

　
橘
好
一
　
金
沢
大
学
「
法
文
学
部
論
集
」
7
　
ら
G
。
～
謹
頁
　
昭
和
3
4
年

《
ゲ
ー
テ
の
影
響
ー
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
場
合
》

　
北
野
富
志
雄
　
小
牧
健
夫
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
「
ゲ
ー
テ
と
そ
の
時
代
」
綬
H
～
α
①
゜
。
頁
　
郁
文
堂

《
ゲ
ー
テ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
ー
特
に
マ
ン
の
「
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
つ
い
て
》

　
徳
沢
得
二
　
日
本
ゲ
ー
テ
協
会
「
ゲ
ー
テ
年
鑑
」
2
巻
　
ω
①
～
q
O
頁
　
昭
和
3
5
年
　
　
　
　
，

《
O
o
Φ
夢
Φ
ロ
巳
↓
8
日
器
］
≦
碧
ロ
ー
①
ぼ
匹
o
言
臼
し
σ
魯
冨
σ
q
差
㎏
窪
2
畠
。
冨
口
ζ
け
①
冨
ε
茜
①
ω
。
匡
。
窪
Φ
》

　
伊
東
勉
　
岐
阜
大
学
　
昭
和
3
5
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ロ
イ
ド
論
ー
1
ー
》

　
　
　
、

高
橋
義
孝
「
文
学
研
究
」
4
1
b
。
H
～
鍵
頁

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ロ
イ
ト
論
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
高
橋
義
孝
「
文
学
研
究
」
昭
和
2
6
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
フ
ロ
イ
ト
論
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

昭
和
3
4
年

三
六
五

t

、

邑



、

ギ

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
文
献
目
録
（
村
田
）

　
高
橋
義
孝
　
創
元
社
「
芸
術
文
学
論
集
」
の
内
　
δ
蔭
～
お
刈
頁
　
昭
和
3
3
年

《
リ
ル
ケ
と
マ
ン
》

　
大
山
定
一
「
新
潮
」
昭
和
2
1
年
3
月
　
μ
①
～
漣
頁

《
リ
ル
ケ
と
マ
ン
》

　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
ω
ω
～
①
ω
頁
　
京
都
・
甲
文
社
　
昭
和
2
1
年

《
知
性
に
つ
い
て
ー
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
と
リ
ル
ケ
》

　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

　
大
山
定
一
「
作
家
の
歩
み
に
つ
い
て
」
の
内
　
H
ω
㊤
～
H
＄
頁
　
京
都
・
甲
文
社
　
昭
和
2
1
年

《
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
の
ニ
イ
チ
ェ
》

　
土
井
虎
賀
寿
「
座
右
宝
」
第
7
号
　
昭
和
2
2
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ニ
ー
チ
ェ
論
》

　
城
山
良
彦
「
ド
イ
ツ
文
学
」
第
8
号
　
α
O
～
α
ω
頁
　
昭
和
2
7
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ニ
ー
チ
ェ
体
験
》

　
秋
山
英
夫
「
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ニ
ー
チ
ェ
」
の
内
0
～
。
。
α
頁
　
講
談
社
　
昭
和
3
0
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
ニ
ー
チ
ェ
体
験
》

　
柳
川
成
男
　
東
京
都
立
大
学
「
人
文
学
報
」
1
3
号
　
＝
α
～
お
ゆ
頁
　
昭
和
3
1
年

《
シ
ラ
ー
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
成
瀬
無
極
「
新
劇
」
2
2
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

」

三
六
六

γ

ρ



’

，

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ワ
イ
マ
ー
ル
の
シ
ラ
ー
祭
》

　
中
村
英
雄
「
世
界
文
学
」
6
号
　
o
。
～
㊤
頁
　
昭
和
゜
3
0
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
「
シ
ラ
i
論
」
》

　
野
島
正
城
「
日
本
独
文
学
会
関
東
支
部
お
α
α
～
α
①
会
報
」
お
～
b
。
ω
頁
　
郁
文
堂

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
》

　
植
村
敏
夫
「
浪
漫
古
典
」
1
巻
8
号
　
H
α
～
卜
。
O
頁
　
昭
和
9
年

《
マ
ン
と
ヘ
ッ
セ
と
》

　
佐
藤
晃
一
「
文
庫
」
三
笠
書
房
　
昭
和
1
6
年

《
マ
ン
と
ヘ
ッ
セ
と
》

　
佐
藤
晃
一
「
ト
オ
マ
ス
・
マ
ン
論
」
の
内
お
～
α
α
頁
　
講
談
社
　
昭
和
2
3
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ヘ
ッ
セ
》

　
高
橋
健
二
「
心
」
8
巻
5
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

《］

?
W
昌
ロ
⇒
匹
出
o
ω
ω
①
》

　
匹
き
の
芝
」
8
器
「
ド
イ
ツ
文
学
」
1
0
号
　
嶺
～
H
◎
。
頁
　
昭
和
2
8
年

《
マ
ン
と
ヘ
ッ
セ
の
文
体
》

　
保
坂
宗
重
「
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
」
（
人
文
）
8
号
　
O
H
～
零
頁
　
昭
和
3
3
年

《
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

昭
和
3
2
年

三
六
七

冤

O

「



’

、

　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
八

　
佐
藤
晃
一
　
三
笠
版
ヘ
ッ
セ
全
集
別
巻
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
研
究
」
の
内
　
置
゜
。
～
同
①
H
頁
　
昭
和
3
3
年

《
’
カ
ロ
ッ
サ
と
マ
ン
と
》

　
高
橋
義
孝
「
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
カ
ロ
ッ
サ
」
の
内
お
～
総
頁
　
南
北
書
園
　
昭
和
2
2
年

《
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
マ
ン
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
秋
山
英
夫
「
エ
ル
ン
テ
」
第
7
号
゜
。
ω
～
念
頁
　
昭
和
6
年

《
マ
ン
と
シ
ュ
ト
ル
ム
ー
そ
の
国
チ
o
ω
を
中
心
と
し
て
》
　
　
　
°

　
守
求
敏
夫
　
久
留
米
大
学
「
文
理
論
叢
」
2
　
昭
和
2
4
年

《
シ
ュ
ト
ル
ム
と
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
》

　
村
田
経
和
　
清
和
書
院
「
シ
ュ
ト
ル
ム
選
集
」
月
報
6
号
　
目
～
b
。
頁
　
昭
和
3
4
年
ヤ

《
マ
ン
と
ジ
イ
ド
ー
世
界
精
神
に
於
け
る
そ
の
影
響
1
》

　
平
田
次
三
郎
「
読
書
展
望
」
4
巻
2
号
①
～
刈
頁
　
昭
和
2
4
年

《
円
ぎ
日
器
ζ
き
冨
Z
o
＜
昌
゜
。
・
切
一
ぼ
一
3
臣
o
窪
Φ
ω
①
ぎ
霞
幻
o
ヨ
§
鋒
犀
・
国
葺
時
》

　
相
良
憲
一
「
ド
イ
ツ
文
学
」
2
7
号
　
㊤
b
。
～
H
O
O
頁
　
昭
和
3
6
年

《
日
げ
o
ヨ
霧
］
≦
p
ぎ
の
と
ら
虫
ω
コ
5
価
ω
①
ぼ
①
国
昌
餌
げ
ξ
昌
σ
q
①
ロ
、
、
の
中
に
み
ら
れ
る
峯
色
ω
け
像
ー
i
ク
ラ
イ
ス
ト
研
究
と
し
て
ー
》

　
松
沢
芳
郎
「
富
山
大
学
文
理
学
部
紀
要
」
7
号
　
一
～
H
O
頁
　
昭
和
3
3
年

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
と
ロ
シ
ヤ
文
学
》

　
山
田
広
明
「
綜
合
世
界
文
芸
」
1
9
号
　
謹
ω
～
b
。
刈
O
頁
　
昭
和
3
5
年

’

〆



・

曜

《
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
・
イ
タ
リ
ア
》

　
村
田
経
和
「
イ
タ
リ
ア
学
会
誌
」
8
号
　
ミ
～
零
頁

昭
和
3
4
年

（
以
下
つ
づ
く
）

〔
訂
正
〕
　
全
回
の
邦
訳
書
目
録
A
の
う
ち
一
七
一
頁
（
5
）
U
2
匹
①
ぎ
①
＝
Φ
護
宰
一
巴
①
ヨ
き
ロ
を
（
6
）
に
、

従
っ
て
最
後
の
国
o
受
国
毎
ロ
は
（
4
5
）
に
な
る
。

以
下
順
次
番
号
を
ず
ら
す
。

，

、

唱

＼

ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
文
献
目
録
（
村
田
）

三
六
九


